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令和５年度第５回袖ケ浦市社会教育委員会議 

 

１ 開催日時  令和６年２月２日 午後２時３０分開会 

 

２ 開催場所  袖ケ浦市役所北庁舎 ３階 中会議室 

 

３ 出席委員 

    

委 員 弘中 邦典 委 員 木曽野 真紀 

委 員 松井 恭子 委 員 小泉 康 

委 員 二宮 義文 委 員 佐々木 眞由美 

委 員 田中 雪夫 委 員 中山 正紀 

委 員 畠山 真一 委 員 西田 隆司 

委 員 木村 育子 委 員 岡田 康 

委 員 稲垣 昭彦  

 

４ 欠席委員 

委 員 在原 潤 委 員 河野 裕一郎 

 

５ 出席職員 

教育長 御園 朋夫 中央図書館長 塩谷 利之 

生涯学習課長 島田 宏之 スポーツ振興課長 鈴木 靖彦 

市民会館長 大田 知司 生涯学習課文化振興班長 田中 大介 

郷土博物館長 西原 崇浩 生涯学習課社会教育班長 柳井 健 

 

６ 傍聴定員と傍聴人数 

傍聴定員 ５人 

傍聴人数 ０人 

 

７ 議題 

（１）令和６年度社会教育委員の年間活動計画（案）について 

 

８ 報告・連絡 

（１）市民会館、公民館の市長部局移管に伴う今後の対応予定について 

（２）令和５年度君津地方社会教育推進大会の結果報告について 

（３）各種事業の実施結果について 
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   ・令和６年袖ケ浦市二十歳を祝う会 

   ・２０２４袖ケ浦市新春マラソン大会 

（４）今後の事業の実施予定について 

   ・第２８回ふれあいフェスティバル 

   ・ボッチャ大会袖ケ浦２０２４ 

   ・ウォーキングフェスタ２０２４ ｉｎ 袖ケ浦 

   ・上総掘りの技術講演会 

 

９ その他 

 

１０ 議事 

議題（１）令和６年度社会教育委員の年間活動計画（案）について 

【資料１ページを説明】・・・事務局柳井 

 

田中委員長：事務局からの説明が終わりました。質疑等あるか。 

二宮委員：勉強会のテーマについて、社会教育委員の皆さんに意見を 

聞いても良いと思う。 

佐々木副委員長：定例会の開催場所について、平川公民館開催が２回あるため、第

４回の定例会の開催場所は市役所で良いと思う。 

事務局柳井：第１回定例会の会場として市民会館を予約しようとしたが、結果

として市民会館を押さえることができなかったため、代替案とし

て平川公民館を押さえたものである。市役所と平川公民館のどち

らを会場にするのかは、今後検討します。 

田中委員長：他に質疑等あるか。 

      （質疑なし） 

田中委員長：質問がないようなので、これで質疑を終了し採決を取ります。 

議題（１）について、承認される方の挙手を求めます。 

      （全員挙手） 

田中委員長：全員賛成のため、議案（１）は承認とする。 

 

 

報告・連絡（１）市民会館、公民館の市長部局移管に伴う今後の対応予定につ 

いて 

【資料２ページから４ページを説明】・・・事務局柳井 

大田市民会館長 
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二宮委員：公民館の利用方法に変更はないか。 

大田市民会館長：施設利用の許可者が教育委員会から市長に変わるが、利用方法に

変更はない。また、減免規定なども変わらないため、施設利用に

も影響はない。 

 

 

報告・連絡（２）令和５年度君津地方社会教育推進大会の結果報告について 

【資料５ページから１２ページを説明】・・・事務局柳井 

 

田中委員長：社会教育表彰において、代表者謝辞が無かったため、受賞者に袖

ケ浦市の方が多かったこともあり、急遽、受賞者の早川氏に代表

者謝辞をお願いした。次回以降、謝辞は輪番制でできればと思う。 

二宮委員：輪番制の担当市に推薦者がいなかった場合どうするかをあらか

じめ決めておく必要がある。 

 

 

報告・連絡（３）各種事業の実施結果について 

【資料１３ページから１７ページを説明】 

・令和６年袖ケ浦市二十歳を祝う会・・・大田市民会館長 

・２０２４袖ケ浦市新春マラソン大会・・鈴木スポーツ振興課長 

 

二宮委員：二十歳を祝う会ですが、青少年相談員の方々が新しいバックボ 

ードを作ってくれて、多くの二十歳の方々が記念撮影をしていた。 

小泉委員：二十歳の代表者あいさつ文が素晴らしかった。 

稲垣副委員長：昭和地区の二十歳を祝う会実行委員会議でも発言したが、二十歳

の代表者あいさつ文について、ホームページなどで広く紹介す

るという意見を出したが、その後どうなったか。 

大田市民会館長：その件は、先日、全館長の合意が得られた。あとは、二十歳の代

表者に掲載の許可が得られれば市のホームページなどで公開し

たいと考えている。しかしながら、特定の地区が公開に消極的だ

った場合はどうするか、また個人名まで掲載するのかなどを検討

する必要がある。  

小泉委員：新春マラソン大会について、高齢者も頑張って参加しているの 

で、高齢者枠の創設も検討してほしい。また、開会式において来

賓などの挨拶の際に参加者がその場でしゃがむ場面があったが、

陸上競技場の芝が朝露などで濡れており、芝生に直接座ること
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ができなくて大変だった。やり方を検討してほしい。 

佐々木副委員長：参加者数の一覧表において女性内数という項目があるが、種目は

全て男女で分けられている。この項目は不要ではないか。 

畠山委員：女性参加者数を算出するための項目として設けている。 

 

 

報告・連絡（４）今後の事業の実施予定について 

【資料１８ページから１９ページのほか、別紙チラシで説明】 

・第２８回ふれあいフェスティバル・・・事務局柳井 

・ボッチャ大会袖ケ浦２０２４・・・鈴木スポーツ振興課長 

・ウォーキングフェスタ２０２４ ｉｎ 袖ケ浦 

・・・鈴木スポーツ振興課長 

     ・上総掘りの技術講演会・・・・・・・・西原郷土博物館長 

 

小泉委員：ウォーキングフェスタには以前より参加しており、様々な場 

所を歩くことができて非常に楽しんでいた。しかし、今年は昨

年度と同じ東京ドイツ村が会場ということもあって参加しな

かった。毎年会場を変更することはしないのか。 

鈴木スポーツ振興課長：ウォーキングフェスタは総合型地域スポーツクラブの主催事業

として市内各地での開催をするよう調整していたが、近年、１

千人を超える参加申込みがあることから、収容人数なども考慮

したうえで会場を決定している。 

 

 

１１ その他 

 

小泉委員：仕事を退職される方は、これからの生活の中で何をやろうか考 

え、そして探している時期が今である。公民館では様々な講座な

どが各館にて実施されているが、その周知については各館が

別々にホームページで行っているが、それを１箇所でまとめて

閲覧できるようなものを作ってほしい。 

また、社会教育として力を入れていかないといけない。現在の事

業のほか、何か新たな事業を実施する予定はあるか。 

大田市民会館長：現状では新たな事業の実施については予定していないが、必要 

性は感じている。例えば、袖ケ浦駅前の新住民へのアプローチ 

などは今後行っていきたいと考えている。 
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小泉委員：公民館が建設されて以降、様々な講座が開催され、それがサー 

クルに発展してきた。他市では新たな講座が開設されている。各

地区の集会所で行われている活動の情報も網羅して、情報提供

をする必要もあると思う。そうしたものを総括した一覧表を作

成できないか。本市の三学大学の見直しも必要ではないか。 

稲垣副委員長：各種講座の情報をデータベース化しないと、自らが求める講座情

報を一覧表にしたり、検索したりすることは難しいと思う。 

佐々木副委員長：議題１の説明の中であった「勉強会」の中で、社会教育委員とし

ての意見を出してみても良いのではないか。その中で新たな講

座の実施について考えてもよいと思う。何でもかんでも市に対

して考えろと言っても難しいのではないかと思う。 

二宮委員：新たな講座の取り組みについて、今後の勉強会のテーマにして 

検討してみてはどうか。 

事務局柳井：先ほどの公民館に関する一斉周知の件についてですが、市内５ 

館の登録サークル情報を取りまとめた内容を生涯学習課のホー

ムページで公開している。 

大田市民会館長：過去には、生涯学習情報提供システムというものがあり、施設予

約もそのシステムの一つの機能であった。市民会館・各公民館、

図書館、博物館で行われている各種の講座・教室、サークル活動

内容がデータベース化され、検索できるようになっていた。現在

は費用対効果が低いという理由で情報検索機能は廃止され、施設

予約機能だけが残っている状況である。 

松井委員：広報そでがうらで毎回個人の特集ページを組んでいるが、これ 

と同じような感じで公民館に関する事業の特集号を出すなどが

できると良いと思う。 

佐々木副委員長：クローバー賞に神納神楽ばやし保存会を推薦したのが、広報そ 

でがうらを所管している秘書広報課だと聞いた。 

稲垣副委員長：神納神楽ばやし保存会のクローバー賞の受賞について、民俗・ 

伝統芸能継承事業として生涯学習課では周知しないのか。 

田中文化振興班長：周知することを考えている。 

 

 

 第１０９回袖ケ浦市音楽協会定期演奏会について 

【口頭で説明】・・・木村委員 

 

質疑等なし 
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次回の社会教育委員会議について 

【口頭で説明】・・・事務局柳井 

 

 

 

午後４時４０分閉会 



令和５年度第５回  

社 会 教 育 委 員 会 議 
 

 

                   日 時  令和６年２月２日（金） 

                        午後２時３０分～ 

                   場 所  袖ケ浦市役所北庁舎３階中会議室 

 

 

次        第 

 

 １ 開会のことば 

 

 ２ 委員長あいさつ 

 

３ 教育長あいさつ 

 

 ４ 議 題 

  （１）令和６年度社会教育委員の年間活動計画（案）について 

 

５ 報告・連絡 

（１）市民会館、公民館の市長部局移管に伴う今後の対応予定について 

   （２）令和５年度君津地方社会教育推進大会の結果報告について 

   （３）各種事業の実施結果について 

・令和６年袖ケ浦市二十歳を祝う会 

      ・２０２４袖ケ浦市新春マラソン大会 

（４）今後の事業の実施予定について 

   ・第２８回ふれあいフェスティバル 

・ボッチャ大会袖ケ浦２０２４ 

・ウォーキングフェスタ２０２４ ｉｎ 袖ケ浦 

 

 ６ その他 

    

 ７ 閉会のことば 

 



第２７期袖ケ浦市社会教育委員名簿

№  氏      名 性別 選　　出　　区　　分 備考

1 弘中
ひろなか

　邦典
くにのり

男 学校教育（袖ケ浦市小中学校長会） ２期目

2 松井
まつ い

　恭子
きょうこ

女 学校教育（袖ケ浦市学校司書） ７期目

3 二
にの

宮
みや

　義
よし

文
ふみ

男 社会教育（袖ケ浦市少年野球連盟） 12期目

4 田中
 た なか

　雪夫
ゆき お

男 社会教育（袖ケ浦市子ども会育成会連絡協議会） ９期目

5 畠山
はたけやま

　真一
しんいち

男 社会教育（袖ケ浦市スポーツ協会） ２期目

6 木村
き む ら

　育子
い く こ

女 社会教育（袖ケ浦市音楽協会） ７期目

7 在原
ありはら

　潤
じゅん

男 社会教育（青少年相談員連絡協議会） ４期目

8 河野
こうの

　裕一郎
ゆういちろう

男 社会教育（袖ケ浦市ＰＴＡ連絡協議会） ２期目

9 稲垣
いながき

　昭彦
あきひこ

男 社会教育（袖ケ浦市文化協会） ６期目

10 木曽
き そ

野
の

　真紀
ま き

女 家庭教育（保育ボランティアグループ ひよこの会） １期目

11 小泉
こいずみ

　康
やすし

男 学識経験者 ４期目

12 佐々木
 さ  さ  き

　眞由美
 ま  ゆ  み

女 学識経験者 ９期目

13 中山
なかやま

　正紀
まさ き

男 学識経験者 ６期目

14 西田
にしだ

　隆司
たかし

男 学識経験者 ３期目

15 岡田
おかだ

　康
やすし

男 学識経験者 ３期目

　委員任期　　　令和５年７月　１日から令和７年６月３０日



   

 

 

令和５年度第５回 

 

社会教育委員会議 資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 令和６年２月２日（金） 

午後２時３０分～ 

場 所 袖ケ浦市役所北庁舎３階中会議室 
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議題（１）令和６年度社会教育委員の年間活動計画（案）について 

（１）定例会 

回 実 施 日 会   議   内   容 会  場 

１ 
5月 21日(火) 

14:30～17:00 

令和６年度袖ケ浦市社会教育関係団体連絡協議会活

動費助成金について 

令和５年度社会教育（体育）事業の実施報告について 

令和６年度袖ケ浦市教育基本方針及び目標について 

平川公民館 

２階視聴覚室 

２ 
7月 12日(金) 

14:30～17:00 

令和７年袖ケ浦市二十歳を祝う会実行委員の選出に

ついて 

令和６年度事業について 

市役所北庁舎 

３階中会議室 

または 

長浦公民館 

研修室１・２ 

３ 
10月 4日(金) 

14:30～17:00 

第４０回袖ケ浦市生涯学習推進大会について 

第４０回袖ケ浦市生涯学習推進大会実行委員の選出

について 

第５９回千葉県社会教育振興大会について 

市役所北庁舎 
３階災害対策室 

または 

根形公民館 

講義研修室 

４ 
12月 5日(木) 

14:30～17:00 

第４０回袖ケ浦市生涯学習推進大会について 

第５５回関東甲信越静社会教育研究大会茨城大会に

ついて 

令和６年度君津地方社会教育推進大会について 

市役所北庁舎 

３階中会議室 

または 

平川公民館 

２階視聴覚室 

５ 
1月 31日(金) 

14:30～17:00 

令和７年度社会教育委員年間活動計画（案）について 

令和６年度君津地方社会教育推進大会の結果報告に

ついて 

平岡公民館 
２階会議室１・２ 

（注）議会等の影響により、日程等を変更する場合があります。 

（２）各種大会・研修会等 

回 実 施 日 会  議  等  名  称 
参加

対象 
会  場 

１ 5月 日( ) 君津地方社会教育委員連絡協議会総会 ５人 未定 

２ 7月 6日(土) 袖ケ浦市青少年健全育成推進大会 全員 袖ケ浦市民会館 

３ 7月 19日（金） 千葉県社会教育委員会連絡協議会代議員会 委員長 千葉県総合教育センター 

４ 10月 日( ) 社会人権教育地区別研修会 数名 未定 

５ 10月 24日(木) 千葉県社会教育振興大会 ４人 千葉県総合教育センター 

６ 1月 日( ) 君津地方社会教育推進大会 全員 未定 

７ 2月 8日(土) 袖ケ浦市生涯学習推進大会 全員 袖ケ浦市民会館 

８  君津地方社会教育委員連絡協議会研修会 数名 未定 

※令和５～６年度は、袖ケ浦市が君津地方社会教育委員連絡協議会の幹事市となります。 

（３）勉強会 

 社会教育委員会議の前後の時間を用いて勉強会を実施する。テーマを決めての意

見交換や先進事例の研究など、社会教育委員活動に活かせる内容を考えながら実施

する。 



報告・連絡（１）市民会館、公民館の市長部局移管に伴う今後の対応

予定について 

 

 

市民会館、公民館の市長部局移管に伴う規則等の改正予定について 

 

１．改正理由 

  令和５年１２月議会において、「袖ケ浦市交流センターの設置及び管理に関する条例」、

及び「袖ケ浦市公民館並びに市民会館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する

条例」が可決されました。 

これに伴い、令和６年４月１日より市民会館、各公民館が市長部局に移管され、新たに

交流センターとして設置されることが決定したため、関連する規則等の一部改正が必要

となります。 

 

２．一部改正予定の規則等 

  市民会館、公民館の移管に伴い、一部改正を予定している規則等及びその主な改正内容

は次のとおりです。 

ただし、改正内容等につきましては現在各部局間において調整を行っているため、一部

改正が必要な規則やその内容につきましては今後変更が生じる可能性があることを申し

添えます。 

 

 〇袖ケ浦市公民館並びに市民会館の設置及び管理等に関する条例施行規則 

  →施設管理に係る条文の削除 

 〇袖ケ浦市公民館並びに市民会館運営審議会会議規則 

  →文言修正 

 〇袖ケ浦市教育委員会行政組織規則 

  →事務分掌等の見直し 

 〇袖ケ浦市社会体育施設の設置及び管理に関する条例施行規則 

  →文言修正 

 〇袖ケ浦市教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する規則 

  →公民館に関する事業を市長部局へ補助執行させるための見直し 

 〇袖ケ浦市教育委員会事務決裁規程 

  →専決事項等の見直し 

 〇袖ケ浦市教育委員会処務規程 

  →文書収受等の見直し 

 

３．今後のスケジュール（予定） 

  令和６年２月 教育委員会定例会に付議 

      ４月 ２月教育委員会定例会で議決後、規則等の改正の施行 



 

教育機関（市民会館、公民館）の用途廃止について 

 

１．概要 

  令和５年１２月議会において、「袖ケ浦市交流センターの設置及び管理に関する条例」、

及び「袖ケ浦市公民館並びに市民会館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する

条例」が可決されました。 

これに伴い、令和６年４月１日より市民会館、各公民館が市長部局に移管され、新たに

交流センターとして設置されることが決定したため、教育財産としての用途を廃止する

ものです。 

 

 

２．用途廃止をする教育機関 

  教育財産としての用途の廃止を予定している施設は以下のとおりです。 

 

 〇市民会館 

  所在地  ：坂戸市場１５６６番地 

  竣工年月日：昭和４９年６月３０日 

  延床面積 ：４，１２４㎡ 

 

 〇平川公民館 

  所在地  ：横田１１５番地１ 

  竣工年月日：昭和５４年３月３０日 

  延床面積 ：３，３９７．７０㎡ 

 

 〇平川公民館富岡分館 

  所在地  ：吉野田６２２番地２ 

  竣工年月日：平成３年５月３０日 

  延床面積 ：７３９．４４㎡ 

 

 〇長浦公民館 

  所在地  ：蔵波５１３番地１ 

  竣工年月日：昭和６１年３月２７日 

  延床面積 ：２，０９１㎡ 

 



 〇根形公民館 

  所在地  ：下新田１２７７番地 

  竣工年月日：昭和６２年２月２０日 

  延床面積 ：１，７８６㎡ 

 

 〇平岡公民館 

  所在地  ：野里１５６３番地１ 

  竣工年月日：平成元年３月１５日 

  延床面積 ：１，９３２㎡ 

 

 

３．今後のスケジュール（予定） 

  令和６年２月 教育委員会定例会に付議 

      ３月 ２月教育委員会定例会にて議決後、用途廃止伺い起案 

      ４月 市長部局に公有財産移管 

 

 

 



報告・連絡（２）令和５年度君津地方社会教育推進大会の結果報告について 

 

 

 

第５８回君津地方社会教育推進大会開催要項 

 

 １ 趣旨 

これまで社会教育は、社会情勢のめまぐるしい変化の中で、誰もが生きがいを持って

暮らすことのできる安全で住み良い地域社会づくりや、青少年の健やかな成長に役立つ

様々な取り組みを展開してきました。 

ポストコロナ期において、地域コミュニティを再構築していくためにも、人と人の

つながり、地域のつながりを再認識し一人一人の多様な幸せ、ウェルビーイング

（Well-being）を実現しながら地域を活性化していくことが、社会教育の役割といえ

るのではないでしょうか。 

そこで、社会教育の推進と、誰もが生涯に渡って学ぶことのできる社会の発展をめざし 

君津地方４市の社会教育・生涯学習関係者、学校教育関係者などの皆さんが集い交流を深

め、社会教育への理解をより一層深めるべく、本大会を開催いたします。 

 

 

大会テーマ  学び つながる 社会教育 

 

２ 主催 君津地方社会教育委員連絡協議会 

 

３ 共催 日本製鉄株式会社 東日本製鉄所 君津地区 

 

４ 後援 君津地方４市教育委員会 

 

５ 期日 令和６年１月２８日（日）午後１時３０分～４時１０分 

 

６ 会場 日本製鉄株式会社 東日本製鉄所 君津地区 

（本館コミュニケーションホール） （木更津市築地１－１） 

７ 日程    13:00～13:30 受付 

13:30～14:00 開会行事 主催者あいさつ・表彰状贈呈・来賓祝辞 

14:05～14:25 クローバー賞（日本製鉄君津社会貢献賞）表彰式 

14:35～16:00 記念講演会 

演題「動き出そう！これからの時代の社会教育へ 

～ポストコロナのつながりと学び合いのデザイン～」   

講師 丹間 康仁 氏（千葉大学教育学部 准教授）  

16:00～16:10 閉会行事 

 



報告・連絡（２）令和５年度君津地方社会教育推進大会の結果報告について 

 

 

一般来場者駐車場 

一般来場者の方の 

駐車場はこちらです 



第５８回君津地方社会教育推進大会表彰者一覧 

（個人の部） 

氏 名 功績概要 

白石
しらいし

 和義
かずよし

 

木更津市 

・木更津市社会教育委員 議長 

長年、地域の PTA活動に尽力され、平成 27年度、28年度は木更津

市 PTA連絡協議会会長を務め、市内全 PTA組織をまとめる役を担って

きた。 

また、平成 29 年度より現在に至るまで社会教育委員（令和元年度

から副議長、令和 5年度から議長）を務め、本市の生涯学習・社会教

育活動に果たしてきた功績は多大である。 

勝見
か つ み

 介尉
け い

 

君津市 

・元君津市社会教育委員 副委員長 

 君津市社会教育委員任期中には副委員長を務め、君津市社会教育活

動の発展に寄与された。また、平成 30 年の周西南中学校区学校運営

協議会設立時から委員として活躍され、活動の更なる充実を目指し

て、地域学校協働本部の立ち上げに尽力された。 

 その他、社会教育活動では、長年にわたり日本ボーイスカウト千葉

県連盟南総地区君津第 2団で活躍されており、本市の社会教育振興へ

の功績は誠に顕著である。 

市原
いちはら

 朝夫
あ さ お

 

君津市 

・元小櫃・上総地区公民館運営審議

会 副委員長 

平成 29年 4月から令和 5年 3月まで小櫃・上総地区公民館運営審

議会委員を務め、令和 3年度及び令和 4年度は副委員長として、公民

館事業の充実のため尽力され、社会教育振興への功績はまことに顕著

である。 

このほか、小櫃小・中学校や県立君津青葉高等学校において PTA活

動にも尽力され、平成 21 年度より小櫃小学校の水田実習や運動会前

のグラウンド整備等の協力を継続されるなど、社会教育のみならず学

校教育への貢献も多大である。 

嶋野
し ま の

 英男
ひ で お

 

君津市 

・元君津市図書館協議会 委員 

平成 27年から令和 4年まで 8年間、君津市図書館協議会委員を務

めた。在任期間中は、図書館の市域全域へのサービス、市民の課題

解決に資するためのサービスや取り組み等について、長年にわたる

まちづくりに関するさまざまな役職を歴任した経験を活かした助言

により、図書館活動の振興に寄与した。 

竹内
たけうち

 義和
よしかず

 

富津市 

・富津市社会教育委員会議 委員 

平成 29年 4月から現在まで、富津市社会教育委員として、市の社

会教育の振興に関して、広く子どもと関わる立場から助言をいただ

いている。 

また、富津市子ども会育成連絡協議会役員を務め、子ども会活動

の発展・充実に尽力されており、その功績は多大である。 



川名
か わ な

 泰
やすし

 

富津市 

・富津市公民館運営審議会 委員長 

 

 

平成 26年 4月から平成 27年 3月、平成 31年 4月から現在まで、

富津市公民館運営審議会委員として、公民館事業の充実のため、広い

知見と経験から助言をいただいている。令和 3年度からは委員長を務

め、社会教育振興への功績は誠に顕著である。また、地域の子ども達

への学習支援団体「寺子屋」の代表として地域教育活動に尽力するな

ど、その功績は多大である。 

石井
い し い

 ひでみ 

富津市 

・元富津市公民館運営審議会 委員 

 

平成 29年 4月から令和 5年 3月まで、富津市公民館運営審議会委

員として、公民館事業の充実のため、広い知見と経験から助言をいた

だいたほか、長年にわたり青少年相談員を務め青少年の健全育成に尽

力し、また、各種ボランティア活動にも関わるなど、その功績は多大

である。 

木村
き む ら

 育子
い く こ

 

袖ケ浦市 

・袖ケ浦市社会教育委員 委員 

 平成 22 年から袖ケ浦市音楽協会の会計監査として、本市の文化芸

術の推進に多大な貢献をされている。 

 また、その豊富な知見を活かし、平成 23 年から袖ケ浦市社会教育

委員として社会教育の発展に尽力されており、その功績は誠に多大で

ある。 

松井
ま つ い

 恭子
きょうこ

 

袖ケ浦市 

・袖ケ浦市社会教育委員 委員 

平成 8 年から読書指導員として、平成 31 年から学校司書として、

本市の読書教育の推進に多大な貢献をされている。 

また、その豊富な知見を活かし、平成 23 年から袖ケ浦市社会教育

委員として社会教育の発展に尽力されており、その功績は誠に多大で

ある。 

成田
な り た

 篤彦
あつひこ

 

袖ケ浦市 

・袖ケ浦市文化財審議会 副会長 

平成 19 年 4 月から現在に至るまで、袖ケ浦市文化財審議会委員と

して、長年にわたり袖ケ浦市の文化財保護について尽力をしている。 

山野貝塚の国史跡指定や市指定文化財 6件の指定等にも携われ、特

に市内記念物に関しての功績は多大である。 

髙
たか

橋
はし

 克
まさる

 

袖ケ浦市 

・袖ケ浦市文化財審議会 委員 

平成 19 年 4 月から現在に至るまで、袖ケ浦市文化財審議会委員と

して、長年にわたり袖ケ浦市の文化財保護について尽力をしている。 

山野貝塚の国史跡指定や市指定文化財 6件の指定等にも携われ、特

に市内民俗文化財に関しての功績は多大である。 



梶原
かじわら

 正方
まさかた

 

袖ケ浦市 

・元袖ケ浦市文化財審議会 委員 

平成 19年 4月から令和 5年 3月まで、袖ケ浦市文化財審議会委員

として、長年にわたり袖ケ浦市の文化財保護について尽力してきた。 

山野貝塚の国史跡指定や市指定文化財 6件の指定等にも携われ、特

に市内有形文化財に関する功績は多大である。 

早川
はやかわ

 敦
あつし

 

袖ケ浦市 

・袖ケ浦市公民館運営審議会 委員 

平成 8 年 2 月の袖ケ浦市音楽協会発足時から役員を歴任。平成 22

年より副会長、現在は会長として当該協会の運営を担っている。 

また、平成 28 年 7 月から当該審議会委員として、本市の公民館活

動をはじめとして、社会教育活動の推進に尽力されている。会議にお

いても積極的に意見を提案するなど、その功績は誠に顕著である。 

髙
たか

橋
はし

 和子
か ず こ

 

袖ケ浦市 

・袖ケ浦市立図書館協議会 委員 

 平成 28年 12月 1日から現在に至るまで袖ケ浦市立図書館協議会委

員として活躍。豊富な経験と知識によって図書館奉仕活動の振興に尽

力している。 
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大会決議文 

 

 私たち社会教育・生涯学習関係者は、誰もが生きがいを持って暮らせる安全で住みよい地

域づくりや青少年の健やかな成長をめざし、様々な地域の行事や活動に積極的に参加し、よ

りよい社会の構築に努めてまいりました。 

  コロナ禍が一応の終息を迎えたいま、社会教育がこれまで果たしてきた「人づくり・つ

ながりづくり・地域づくり」を通じて、格差、分断、孤立など、コロナ禍に顕在化した課題

の解決に向けた社会的包摂の実現や持続可能な地域コミュニティづくりが求められていま

す。 

このような中、生涯学習、社会教育活動において、誰もがウェルビーイング（Well-being）

を実感しながら「つながり」を再構築していくことが、ポストコロナ期における新たな社会

教育の役割といえるのではないでしょうか。 

本日ここに、第５８回君津地方社会教育推進大会を開催いたしました。 

社会教育・生涯学習は、個人の成長と地域社会の発展の双方に重要な意義と役割を持つも

のであり、その要となるのが、学びの場を通じた住民相互のつながりです。私たち一人ひと

りが主体となって、いつでも、どこでも、誰でも学ぶことができ、その成果を活かすことの

できる社会を一層発展させることは、君津地方４市市民の大きな願いです。 

 社会や地域の課題解決に向け、人々の交流と学びを軸に様々な活動を展開する社会教育

活動を通じて、豊かで実りある地域社会を築くことを強く願い、ここに集うすべての組織・

団体・人々が知恵と創意を結集させ、次の事項の実現をめざします。 

 

 一、誰もが生きがいを持ち、つながりを実感できる社会づくりの推進 

 一、高度化・多様化するニーズに一層対応した社会教育・生涯学習活動の展開 

 一、社会教育・生涯学習の機会を充実させ、支援できる体制の確立 

 一、社会教育・生涯学習関係者の研修機会の充実 

 

 なお、各市におかれましては、これらの課題の重要性と緊急性をご理解いただき、厳しい

財政状況とは存じますが、社会教育・生涯学習の推進及び振興に一層のご尽力を賜りますよ

う強く要望いたします。 

 以上、大会参加者の総意をもって決議いたします。 

 

 

令和６年１月２８日 

第５８回君津地方社会教育推進大会 



 

 

 

報告・連絡（３）各種事業の実施結果について 

 

令和６年袖ケ浦市二十歳を祝う会 

 

 「生まれ育った郷土に感謝し、社会の一員として力強く生きる気持ちを持つ」という目

標を掲げ、袖ケ浦市二十歳を祝う会を開催した。市民会館・長浦公民館・根形公民館・平

川公民館の４会場に分かれて実施した結果は下記のとおりである。 

 

１．実施状況 

 昭和・長浦・根形・平川地区は１月７日（日）午前９時３０分から受付、１０時３０分

から式典。蔵波地区は午後０時４５分から受付、午後１時３０分から式典。式典終了後は、

それぞれの会場で記念撮影やビデオレターなどの記念行事を実施し終了した。 

 

２．式典出席者   

 対 象 者 出 席 者 出席率

％ 

前回(R5) 

出席率％ 地  区 男 女 計 男 女 計 

昭和地区 103 108 211 76(9) 73(4) 149(13) 70.6 66.2 

長浦地区 58 57 115 39(7) 42(4) 81(11) 70.4 72.8 

蔵波地区 90 82 172 60(13) 57(9) 117(22) 68.0 72.4 

根形地区 20 19 39  16(3) 16(3) 32(6) 82.1 88.2 

平川地区 58 42 100 46(4) 34(3) 80(7) 80.0 86.7 

計 329 308 637 237(36) 222(23) 459(59) 72.1 73.9 

＊対象者は、11月1日時点で住民登録を有する者と、事前に出席の申込みのあった市外転

出者の合算とした 

＊出席者のカッコ内は市外転出者の出席数で内数 

 

５年間の推移 

 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 

対象者数(人) ６５４ ６７８ ６６５ ６２６ ６３７ 

出席者数(人) ４８７ ４８４ ３１８ ４８０ ４７１ 

出席率(%) ７４．５ ７１．４ ４７．８ ７６．７ ７３．９ 

＊ 令和３年は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により式典を中止した。 

＊ 令和３年の対象者数は、令和２年１１月２７日現在、住民登録されている対

象者の人数を示す。出席者数は、撮影スポットの利用者数を示す。 

 



３．記念行事 

各館で行われた記念行事の内容は次のとおりである。 

 【昭和地区】 

  会  場  市民会館 

  内  容  記念撮影、恩師からのお祝いの言葉 

 

 【長浦地区】 

  会  場  長浦公民館 

  内  容  記念撮影、恩師からのビデオレター、恩師からのお祝いの言葉 

 

【蔵波地区】 

  会  場  長浦公民館 

  内  容  記念撮影 

 

【根形地区】 

 会  場  根形公民館 

  内  容  記念撮影、恩師からのお祝いの言葉、小学校へボールの寄贈 

 

【平川地区】 

  会  場  平川公民館 

  内  容  記念撮影、恩師からのビデオレター 

 

４．その他の参加者 

地  区 
来  賓 

（実行委員は除く） 
実行委員 

職  員

（実行委員は除く） 
そ の 他 計 

昭和地区 ２０ ７ ２ ６ ３５ 

長浦地区 ８ ７ ３ ２７ ４５ 

蔵波地区 ９ ７ ３ ２７ ４６ 

根形地区 ８ ５ ２ ８ ２２ 

平川地区 １４ ２０ ５ １６ ５５ 

計 ４５ ４６ １５ ７７ １８３ 

※ 来賓には案内者（主催者）を含む。 

※ 実行委員には、二十歳の者を含まない。 

※ その他は、社会教育推進員、青少年相談員などの会場設営協力者 

 

５．記念品 

二十歳を祝う会担当者会議での検討の結果、ガウライラスト入り多機能ボールペンに

決定し、当日に配付を行った。 



 

 

 

６．まとめ（目標に対する結果） 

 「生まれ育った郷土に感謝し、社会の一員として力強く生きる気持ちを持つ」という目

標に対する結果は下記のとおりである。 

 

【昭和地区】 

受付は、スムーズに滞りなく行うことができたが、受付の前後でロビーやホワイエに滞

留していたため、適宜、大ホールへの誘導のアナウンスを行った。 

式典は、二十歳代表の進行で厳粛な雰囲気の中、実施できた。二十歳代表挨拶では、新

型コロナウイルスの影響により青春の大切な時間が多く奪われてしまったことを後ろ向き

にとらえず、「当たり前の日常」の尊さを知ることができたと、変革の多い未来でも力強

く進んでいける意志が感じられた。 

記念行事は、大ホールにおいて、二十歳代表による企画、運営のもと小学校及び中学校

時代の恩師がステージに登壇してのお祝いのことばをいただくなど、和やかな雰囲気の中、

当時を懐かしむ会話が飛び交った。 

また、青少年相談員昭和支部より提供いただいた撮影用パネルでの写真撮影は来場した

出席者や家族に好評であり、１４時頃まで賑わっていた。 

 

【長浦地区】 

 社会教育推進員や個人ボランティアの協力もあり、受付から開式までスムーズに行うこ

とができた。 

 式典当日、二十歳の実行委員からの申し出により、開式前に令和６年能登半島地震で犠

牲になった方へ黙とうを捧げた。式は粛々と進み、社会の一員としての自覚がうかがえた。

また、二十歳代表挨拶は、多くの人に支えられた感謝の気持ちと、将来、誰かを支える人

でありたいという決意が語られ、心に響くものであった。 

 記念行事では、小学校、中学校でお世話になった恩師からのビデオレターを上映し、当

時の思い出や二十歳へのお祝いの言葉があり、温かく和やかな雰囲気に包まれた。 

 

【蔵波地区】 

 社会教育推進員や個人ボランティアの協力により、全体人数が多いものの開式前には全

員会場に入って着席し、式典は厳かに進んだ。 

 二十歳代表挨拶では、ふるさと袖ケ浦への愛着と笑顔をもって人生を歩んでいくことが

語られた。また、冒頭、令和６年能登半島地震の被災者へのお見舞いの言葉を述べるなど、

他者への思いやりなど、温かみのある挨拶であった。 

 同窓会で時間をかけて恩師からのビデオレターを行うため、記念行事は記念写真撮影の

み行った。屋外に設置した撮影用パネルが好評で混乱することもなく、全体的に落ち着い

た式であった。 



 

【根形地区】 

受付は社会教育推進員等の協力もあり、スムーズに実施できた。 

式典での国家斉唱については、昨年はコロナウイルスの蔓延状況下のためＣＤ音源によ

るものであったが、今年は実行委員による指揮伴奏を復活することができた。式典全体に

ついては、静かに主催者挨拶などを聴いており、とても厳粛な式であった。二十歳代表挨

拶は、地域への感謝が伝わるものであり、また、式典中の姿に保護者等は成長を強く実感

したと思う。 

式典後の記念行事は、出席いただいた恩師からの祝辞、交流会及び集合写真の撮影を行

った。記念行事の最後で、根形地区にゆかりのある若者で企画・運営を行っている「ねこ

まろ」の活動紹介を行った。“成人式の縁”で始まったねこまろの活動に参加することを

期待する。 

また、撮影用スポットを青少年相談員の協力のもと今回も設置した。保護者も交えて笑

顔で撮影している姿がとても印象に残った。 

二十歳を祝う会当日に第２回実行委員会議を行った。実行委員から全体的にスムーズな

進行や式典等での態度に対する賞賛が多くあった。全体としては、二十歳を祝う会実行委

員の準備、当日の行動は好評であり、地域ぐるみ、根形のあたたかさを感じる二十歳を祝

う会であった。 

 

【平川地区】 

受付は実行委員の協力もありスムーズに実施することができた。式典では、進行や二十

歳代表挨拶などを担当した実行委員がそれぞれの役割を立派に果たし、厳粛な雰囲気の中

で進めることができた。 

記念行事はビデオレターと記念写真撮影を行った。ビデオレターは小学校と中学校の恩

師の先生からのメッセージを上映した。恩師の方々からは、学生時代の思い出や将来への

励まし等様々なメッセージが寄せられた。 

記念写真撮影は、移動の順番を整理し、女性のストールや手荷物置き場を設け、スムー

ズに撮影を行うことができた。 

記念写真撮影終了後の退場も、男女の出口を分け、出口に用意した記念品を受け取って

から出るように誘導し、滞りなく行うことができた。 

青少年相談員より提供いただいた撮影用パネルについても、今年は１枚追加で作成し、

計３枚を設置した。多くの方の利用があり好評であった。 

多くの家族の皆様や地域の方々に見守られながら、厳かな式典と若者らしい希望溢れる

記念行事ができた。 



２０２４袖ケ浦市新春マラソン大会

       （令和６年１月６日実施)
     袖ケ浦市スポーツ協会陸上専門部 

2024/1/6
2023年

   (Ⅰ)小学生1～2年  男子   1km 58 51 41 10

       小学生1～2年  女子   1km 52 42 42 29 13

   (Ⅱ)小学生3～4年  男子   2km 59 1 52 2 54 -2

       小学生3～4年  女子   2km 25 22 22 15 7

   (Ⅲ)小学生5～6年   男子  2km 47 46 28 18

       小学生5～6年   女子  2km 15 13 1 13 17 -4

   (Ⅳ)中学生         男子  3km 49 47 65 -18

   (Ⅴ)中学生         女子  3km 6 4 4 4 0

  (Ⅵ)一般　　 　 男子 5km 47 37 39 -2

                  女子 5km 17 13 13 23 -10

  (Ⅶ)一般   　   男子10km 83 71 1 69 2

       　             女子 10km 14 13 13 13 0

              {計 １３種目} 472 1 411 4 107 397 14

過去大会参加実績 （元旦マラソン）

【新春マラソン】 第27回 (2018) ５０９名 3 過去３番目の参加者数

２０２３年　　３９７名 第26回 (2017) ４３１名

２０２２年　　３７７名 第25回 (2016) ５０１名 6

２０２１年　コロナ中止 第24回 (2015) ４９７名

２０２０年　　４９１名 第23回 (2014) ５０２名 5
２０１９年　　４８１名 第22回 (2013) ５６３名 1 過去最高参加者数

第21回 (2012) ４６１名
第20回 (2011) ４８８名
第19回 (2010) ４４２名
第18回 (2009) ４７７名
第17回 (2008) ４８８名
第16回 (2007) ４２２名
第15回 (2006) ４３７名
第14回 (2005) ５０３名 4
第13回 (2004) ５４８名 2

☆参考（Ｒ６近隣市マラソン） 第12回 (2003) ３８６名（小雨）
　木更津　461名（1/20土） 第11回 (2002) ４５１名
　君津市　228名（1/13土） 第10回 (2001) ４５８名
　富津市　130名（1/1 祝） 第９回 (2000) ３９６名

第８回 (1999) ４１４名

第７回 (1998) ３８８名
第６回（1997） ３２７名

[2024袖ケ浦市新春マラソン大会参加者人数]

参加実績
 種　　　　　　目 差異事前

申込
棄権

女性
内数当日作成

参加
実績



第２８回
ふれあいフェスティバル

開催日時：令和６年２月１８日（日）
時間：９：２０～（受付 ９：００～）
会場：根形公民館（受付）・袖ケ浦公園
参加費：100円

二次元コードから
申し込めます！

主催：袖ケ浦市青少年相談員連絡協議会

yanaiken
テキストボックス
報告・連絡（４）今後の事業の実施予定について



〇 日 時：令和６年２月１８日（日）※雨天中止

当日のスケジュール

9：00～9：20 受付時間

9：20～10：00   開会式・競技説明

10：00～12：00 ウォーク＆トライ

12：00～13：00 昼休み(豚汁配布)

13：00～13：30   パフォーマンス

13：30～14：00 ビンゴ

14：00～14：30   表彰式、閉会式

〇 場 所：根形公民館（受付）・袖ケ浦公園

〇 内 容：ウォーク＆トライ・パフォーマー鑑賞・ビンゴ

〇 対 象：袖ケ浦市に住む小学生とその家族

※家族、友達同士の２～４人のチームでの参加となります。

※就学前の幼児が参加する場合は保護者同伴となります。

〇 参 加 料 ：100円

〇 持 ち 物 ：※昼食・飲み物・筆記用具

※昼食を各自持参ください。

〇 申込方法：①二次元コード ②申込用紙を記入

〇 申 込 先 ：市内各小学校・市民会館・各公民館・生涯学習課

〇 駐 車 場 ：根形公民館敷地内にあります。

ウォーク＆トライとは？
根形公民館から袖ケ浦公園に移動し、120分以内に
クイズとトライポイント種目にチームで挑戦するゲ
ームです。さらに園内に隠れたスタンプを集めると
得点アップ！
＜トライポイント種目＞
アックススロー・10秒ストップウォッチ止め・わり
ばしヒューストン・運命のサイコロ・ピンポン玉遠
投・カチカチカウンター・的当て・フラフープ・ペ
アリングキャッチ

問い合わせ先：教育委員会生涯学習課

（所在地：袖ケ浦市坂戸市場１－１ ℡.：０４３８－６２－３７４３）

当日連絡先：袖ケ浦市根形公民館

（所在地：袖ケ浦市下新田１２７７ ℡.：０４３８－６２－６１６１）

キリトリセン

チーム名 参加人数

人

ふりがな

学校名

小学校

代表者氏名

代表者住所 〒

代表者ＴＥＬ ・自宅 ― ― ・携帯 ― ―

ふりがな

メンバー氏名

（代表者を除く）

中止連絡について

①開催中止となる場合は、袖ケ浦市HPでお知らせします。

②開催についてご不明な点がございましたら、当日８時以降、

0438-62-6161（根形公民館）までお問い合わせください。

⇚袖ケ浦市HPは
こちら

○参加者の記録写真を広報活動に使用する場合があります。ご了承ください。 申込期限：令和６年２月９日（金）



 



 



 



 



 



 


